
 

事業期間（平成２９～令和元年度） 事業区分（福島新エネ社会構想等推進技術開発事業 産総研連携強化型技術開発事業） 

水素社会実現のためのプラント運転管理・点検技術の開発 

－「スマート O&M（運転管理・メンテナンス）プラットフォーム」の活用提案－ 

水素社会実現のため、IoT や CAE、DIC 画像処理を活用した新しいプラント運転管理・点検技術を

開発しました。また、開発した技術を広く普及するため、CAEソフトをカスタマイズした点検アプリ

ケーションをベースとした点検システムを開発し、点検アプリを共有して活用できる共通基盤（プラ

ットフォーム）を構築することができました。

福島県では、浪江町での CO2 フリー水素製造

など水素エネルギー利用の機運が一段と高まっ

ています。水素社会の実現には、高い安全性の確

保だけでなく、水素関連施設の建設費と管理保守

費の低減との両立が必要です。 

そこで、当所では IoTや AI などを活用した「予

知保全（PM）」と呼ばれる新しい点検の考え方に

着目し、水素関連施設に適用できる新しいプラン

ト運転管理・点検（O&M）の技術や仕組みの開

発に取り組んでいます。

最終年度となる今年度は、CAE や DIC 画像処

理といった当所の得意技術を活用し、バルブ、蓄

圧器の点検技術を実証段階に向けて最適化する

とともに、成果普及へ向けた点検システムの構築

に取り組みました。 

バルブについては、IoT 温度センサデータやサ

ーモカメラ画像を基にした CAE で、筐体内部の

温度を予測し、将来の異常冷却による故障リスク

を定量評価する点検技術を開発しました。 

蓄圧器については、DIC 画像処理と CAE 破壊

力学を連携し、ガス漏洩が生じる前の予兆段階で、

き裂を検知する技術を開発しました。 

今後は、点検技術、点検アプリ、プラットフォ

ームの実証を計画しており、試用いただける企業

を募集していきます。 
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＜用語解説＞ 

IoT：Internet of Things の略で、「ヒト」だけで

なく、あらゆる「モノ」「コト」がインターネッ

トにつながるというコンセプトを指す言葉です。

製造業への応用では、産業機器などにセンサを

取り付け、通信によりデータを収集、分析する

ことで、新たな価値を生み出すことが期待され

ています。  

DIC：Digital Image Correlation の略で、「デジ

タル画像相関法」と呼ばれます。デジタルカメ 

ラを用いて得られた画像をもとに、画像処理に

より非接触でひずみ測定と変位測定を行う技術

です。 

AI：Artificial Intelligence の略で、「人工知能」

と訳されます。人間の脳が行う知的な情報処理

を、コンピュータにより模倣して処理を行う技

術群を指します。 近年、ディープラーニングに

よる画像認識に代表される成功例を受け、製造

業においても様々な応用が期待されています。  

予知保全（PM)：予知保全（PM, Predictive 

Maintenance）は、事故の前兆を予知すること

で致命的な事故を回避したり、故障の発生や部

品の余寿命を正確に予測して適切な保全（点検

や部品交換）の時期を決める保全手法です。こ

れらは、これまで一般的であった一定周期で行

う保全や、壊れてから行う事後保全に比べ、保

全コストが低くなると期待されます。 

蓄圧器：高い圧力を長期間保っておくことを目

的とする圧力容器のことです。水素ステーショ

ンでは、蓄圧器内の高圧水素ガスを差圧により

燃料自動車に水素を充填する方式（差圧充填）

を用いるため、必須の装置となります。 

 




